
  
    
      
    
  


　ある朝僕が眼を覚ますと、世界は様変わりしていた。


　国際協定違反の細菌兵器だとか某国の秘密実験の成果だとか審判の日だとか、果ては外宇宙からの侵略だとか、無難なものから突拍子の無いものまで様々な憶測が飛び交ったけど、言えることがあるとすれば一つだけだ。


　この世界にはゾンビ、動く死人が溢れていた。


　始まりが何だったか、どこの国だったのかは分からない。だが人は一度その生命活動を停止すると、己の食欲のみを満たすための怪物と化す。因子発現とも空気感染とも言われているが、人はすべての例外なく歩く死人となる。既に人類はこの不可思議な現象の対象《キャリア》なのだ。

　まずは老人が死に、動き出した。それを喜び、また止めようとした者たちがたちまち食い殺され、同じように動き出した。感染の勢いは爆発的に拡がり、世界は生きる人と動く死人に二分された。この日本でも同じように死人が溢れ、人々は逃げ惑い恐怖した。

　人道などの理由が足枷となり、早急な対処ができなかった国家機関はあっという間に機能を停止し、自治体主導の避難を試みた人たちは次々と歩く死人に食い殺されてその仲間入りを果たした。

　だが中には、こういった事態を少なからず想定していた者たちがいる。恥ずかしながら僕も、そのうちの一人だ。




「いい天気だねぇ」

　誰に話すわけでもなく、僕は独り言を呟いて眼を細めた。


　昨日まで数日間降り続いた雨が上がり、今日は朝から透き通るような青空であったからだ。僕はうきうきとした足取りで半分錆びた倉庫に向かい、これまた立て付けの悪い扉を苦労して開ける。

　中にあるのは鍬《くわ》やスコップといった農機具だ。それらに混じり鉄筋棒を斜めに切った手製の槍もあり、ごちゃごちゃとした中から鍬を手にする。

　僕が今いるのは、放棄されて久しい小さなホームセンターの二階、屋上駐車場だ。そこそこ田舎のそこそこ栄えた地域に建てられたこの変哲もない店舗は、世界に死人が溢れた際には宝の山だったのだろう。

　なにせ保存の効く災害用備蓄食料があり、非常用の日用品がごまんと棚に並べられており、さらにバリケードを作ったり武器になりそうな資材が豊富にある。ここがアメリカだったとしたら、それにプラスして猟銃や山仕事用の鉈や斧なんかもあったんだろうけど、日本ではどう頑張っても無理な品揃えだ。しかしそれでもここは便利な物が多い。さすがはホームセンター。

　実際に死人が溢れた時には物資を求める人でごった返し、満員御礼売り切れ御免の大セールが成されたことは想像に難くない。生真面目な日本人らしく、人々は長い待機列を作って物資を買い求めたのだ。普段足を運ばない若者たちはその利便性に涙したことだろう。ホームセンターは凄いんだ。何でも揃うから。

　そしてある程度時が過ぎれば、お上品に列を作って並ぶ輩は姿を消した。店に求める商品が無くなったこともあるだろうし、本格的に死人の群れが町に溢れたこともあるだろう。その人たちが町を捨てて山奥や離島にでも逃げ延びたのか死人の仲間入りをしたのかは、僕には分からない。

　端的に言おう。


　人類は死人に敗北しかけた。

　奴らの爆発的な数の増え方、誰もが一度死ねば再び起き上がり動き出すという根絶のし難さ。そして体の自壊も辞さない驚異的な力と、群れを作り生きた人の痕跡をどこまでも追う執念深さ。そのどれもが厄介だった。しかし、動きは歩く程度の早さということもあり、単体ならば対処は容易だったことが幸いした。

　死人は頭部を破壊するか、心臓を破壊することで二度目の安らかなる眠りが与えられる。死因がどちらかを破壊されたのならば、もう片方を破壊といった具合だ。そして両方を破壊された者は二度と起き上がることはない。対処法が分かってからは各々が『処理』を行うようになり、今はこの田舎の町周辺でさえ、死人はある程度掃討されている。

　都市部に集中していた人口分布のせいか大都市は早々に全滅したが、ここらのようなほどほどの田舎はそれほど大規模な死人の群れが発生しなかったことだろう。まだネットが生きていた時点で多くの情報が出回り、準備対策を行うことができたことも要因としては大きい。

　僕がここ最近死人の姿を見るのは三日に一回程度、数も少数だ。　今の世界情勢を報じるニュースは沈黙し続けているから不明だけど、僕の周りだけでいうと、人類が優勢のように思える。

　しかし死人の数が減ると、困ったことも起きる。


　今の壊れた世界の掟に順応した輩、乱暴者などが集団を形成し、生き残った人々の非難所や生活拠点《コミュニティ》を武力で脅したり、襲撃し略奪を行ったりといったことが平気で起きる物騒な世の中になったのだ。悪党を捕まえたりする機関もなく、元々の職なのか警察や自衛隊の銃器を剥ぎ取ったのかは不明だが、強力な火器で武装した集団だっている。

　武力が強い者が生き残る、武力には武力で対抗するしかない、そんな終末めいた世界になってしまったのだ。今生き残っているのは大半が生死を懸けた荒事に耐える精神の図太い者であるため、それもやむ無しといったところか。

　僕がいま拠点にしているこのホームセンターも、元々は略奪を受けて荒れ放題だったところだ。辿り着いた時もそれはもう酷い有り様だった。

　緊急時にもお上品に待機列を作る人の次は、勝手に物を盗っていく無法者が来店するようになったのだ。その頃には店舗の主なんて逃げたか死んだかしていたので止める者もいなかったけど。

　駐車場からのバリケードは薙ぎ倒され、正面玄関のガラス扉は粉々に砕かれ、果てには床に『Take Free』(ご自由にお持ちください)というスプレー缶による下手くそな落書きが施されていた。店中も棚が倒されたり物が散乱したりとやりたい放題だ。乱暴者はきっと整理整頓が出来ないんだろう。

　話が長引いたけど、重要なことはまとめると三つだ。


　世界には死人が溢れていた。

　生き残った人々は好き勝手やっている。

　そして、僕はまだ生きている。




--------------------------------------------------




「よいしょっ。よいせっ」

　力を込めるために軽く掛け声を出しながら、僕は畑に鍬《くわ》を入れて耕していく。場所はホームセンターの屋上駐車場の一角だ。コンクリートの上に土が張られ、僕が作り上げたささやかな畑が広がっている。

　一階から車が上がるスロープは棚やまだ動く車を持ってきて厳重に入口を固めてあり、早々入っては来れないようにしてある。警戒用の自作の鳴子は何重にも張り巡らしているし、ホームセンターの野外で売っている泥棒対策用の足音が大きく鳴る砂利石も敷いている。死人がのろのろとやってこれば動きを察知できるだろう。まぁ、その前にこのホームセンターを囲うように農業用の鉄柵でバリケードを組んであるから大抵はそこで止まるんだけど。用心に越したことはない。

　ホームセンターは乱暴者たちの略奪を受けて、食べられる物や飲める物、日用品はほとんどが持ち出されてしまった。しかし乱暴者たちは普段からホームセンターをほとんど利用していなかったのだろう。どこに何があるかを分かってはおらず、目につく物品を漁っただけで後は放置だ。僕にとってはまだまだ宝が残されていた。

　農業用の土と種もそうだ。


　土は土だ。肥料も揃っている。栄養たっぷり！　などの謳い文句でホームセンターの内外に大量に積まれているが、残念ながらそれは植物にとっての栄養だ。人が食べられるものじゃない。種もまた、すぐに食べ物になるわけではない。それどころか生育には水が大量に必要となる。今の世界ではなかなか難しい条件だろうか。

　また園芸用品もたくさん残っていた。鍬《くわ》や鎌、枝切り鋏《はさみ》などは武器にはなりそうだが、金属バットや手製の槍などの適任が他にはいる。

　動く死人が溢れ暴力が支配するこの壊れた世界で悠々自適な農業生活を送ろうとする者は、まぁそれほど多くはないだろう。

　そんなわけで、乱暴者にとってはただのごみ。僕にとっては宝がホームセンターにはあるのだ。だから僕はここに住み着くことに決めた。

　立地も完璧。


　近くには川があり、水の確保も運ぶ手間はかかるが容易だ。さすがに飲料としては煮沸や蒸留が必要だが畑に撒くには問題ない。リアカーにポリタンクを積んで何往復もするのは時間はかかるけど、この世界にはもう遅刻や欠勤はない。のんびりやっている。

　そして都市部からはそこそこ離れてはいるが、周囲には複合型ショッピングモールや大型スーパーもいくつかある。そこらを拠点にした生き残りの集団が複数いて、お互いに睨み合っている状態ではあるけど、ちょうど緩衝地帯にあるこの場所ではそこまで大きないざこざはない。

　お互いに警戒してはいても、積極的に衝突をしようとは思っていないようだ。規模も装備も同じ程度とくれば、そう不思議ではない。皆、弱いものには強く出るが同じ程度の相手に手を出して怪我はしたくないものだ。ほんと、人間は賢い。

「よいせっ。よいさっ」


　そんな物騒な世界で目覚め世界情勢の把握を経てあっという間にゾンビのパンデミックに巻き込まれた僕だったのだが、恥ずかしながら世界が滅亡しかけたらこう逃げよう、という脳内プランに従い、生き延びた。

　紆余曲折あり、要塞化したホームセンターにて今こうして自由気ままな農業生活を送っている訳だけど、なにも一人ぼっちなわけではない。僕を含めて二人だけだが、このホームセンターを拠点としてささやかな生活を送っている。

　　この小さなコミュニティで、僕の主担当は農業。あとはまぁ、雑務とお互いの精神ケアだろうか。ほとんどはこうして畑で野菜の世話をしている。春の今は、ニンジンやサニーレタスが旬だ。

「おはよう。黒宮《くろみや》」


「おはよ。杏《あん》さん」

　朝から園芸に勤しむ僕に声をかけたのは黒髪ロングの優等生、といった趣の美人さんだ。名前は杏《あん》さん。

　僕よりも少し年上の、おそらくは大学生くらいだろうか。活発で声がよく通る。役割はまぁ、要するに世話焼きだ。昨日の夜間は見張りをしていたので、仮眠をとって起きたところだろうか。変わった様子が無いかを聞きに来たのだろう。

　ちなみに黒宮《くろみや》は僕の名前だ。クロとか、クロちゃんと呼んで欲しい。

「精が出るな。調子はどうだ？　よく眠れているか？」


　あれやこれやと質問してくれる黒髪ロング美人の杏さんは、しっかり者、という言葉がぴったりだろう。僕の様子を気にしてくれるし、なにより全てに一生懸命だ。この壊れた世界で人としての矜持を守り、生き抜こうという強い意思が感じられる。

　僕は大丈夫だとか、死人は来ていないかとか、食料の備蓄はどうとか、杏さんと色々と話し込んでいると、不意にがしゃん、という音が聞こえる。一階、かつての駐車場からだ。

「黒宮……」


「見てくるよ。杏さんはカバーして」

　さっと顔色を変えて不安そうにした杏さんに声をかけ、僕は鍬《くわ》を一旦倉庫へ仕舞い、代わりに鉄筋棒を斜めに切った手製の槍を二本持ち出す。


　一本は杏さんへ手渡し、僕らは屋上駐車場のスロープを慎重に降りていく。登りは棚や車で塞いでいるが、下りはそれらの上を伝って行けるようにしている。最悪、放棄して逃げ出すときに逃げ道が塞がれては元も子もないからだ。

「いたぞ……」


　ホームセンターの一階、駐車場に降り立った僕らの目の前には、農業用の鉄柵が張り巡らされている。そこには杏さんの言葉通り、奴らがいた。

　がしゃん、がしゃんと一定のリズムで柵に腕を叩きつけるのはゾンビ……死人だ。数は三体。みな同じ制服を来ている女子高生だ。 生前は仲良しグループだったのだろうか。死後も仲良く歩いて来たのだ。その絆は永遠だろうね。

　彼女たちは僕らを視界におさめると、あーうーと唸りながら叩きつける腕を若干加速させた。さらには柵に掴みかかり、がしゃがしゃと揺らして体ごとぶつかる。その口は噛み千切る物を求めるかのように開かれ、時折ガチガチと打ち鳴らされた。

　根本にしっかりと重しを乗せて固定した農業用鉄柵は数人程度の圧力では倒れないが、数が多ければ話は別だ。死人は今のうちに処理するに限る。

「杏さん。僕がやるよ。なにかあったら助けてね」


「わ、分かった。任せろ」

　死人を前にして杏さんは青い顔をしながらも、気丈に槍を握りしめて頷いた。彼女は人を支えるタイプだけど、荒事は苦手だ。ここは僕がやる方がいいだろう。

　僕は鉄柵へ慎重に近づき、死人になった女子高生を観察する。ばさばさの髪。からからに乾いた肌。どの子も生前の顔はそこそこ美人だったろう。特に注目するのは足元だ。死人は歩く。それも疲れを知らず昼夜を問わずに。だから靴はすり減って汚れる。すり減りが酷かったり、足が損壊していればいるほどその個体は過去に死亡して蘇り、また遠くから移動してきたことになる。

　今回の死人の靴は、なかなかに酷い有り様だった。革靴の底は削れ、爪先は破れて指が飛び出している。そこそこ前に死人の仲間入りを果たした証拠だ。また服装も泥にまみれており茶色っぽい。　ということは、ここら辺の個体ではない可能性が高い。近くに新しい驚異は無さそうだ。と僕は少しだけ安堵する。

　観察は済んだ。後は処理だ。

「さよなら」


　僕は柵の隙間から槍の先を突きだし、腰を入れて一気に突いた。まずは一体の心臓目掛けて。ざしゅ、という音と共に、肉を抉る嫌な感触。これは何度やっても慣れない。僕が血の気が多かったら、敵を排除した証として興奮するのだろうか。

　手製の槍は見事に死人の心臓を捉え、二度目の死を与えた。どろどろの血が垂れて体に着かないように注意しつつ、二体目、三体目を処理する。もちろん念のために頭部と心臓を潰しておく。油断すると起き上がるからね。

「ふぅ……」


　処理が終われば、思わずため息が出る。柵で動きを止めた死人を突き刺して殺す。ただの単純作業だが、やはり肉を抉る感覚は精神的に来る。

「黒宮、大丈夫か？」

「うん、平気だよ。ありがと」

　労うように慮る杏さんが心の癒しだ。


　さて、死人は処理をしたが後片付けが必要だ。このまま死体を置いておく訳にもいかない。

　なぜか動く死人は腐らない。虫が集ったりすることもない。その不思議な現象を解明するはずの科学者はみんな死んだか逃げたから、理由は謎だ。虫に食われたらそれはそれで気持ち悪いので勘弁して欲しいけど。しかし活動を停止した途端、死人は自らを死体だと思い出したかのように徐々に腐り朽ちていく。腐り出すと臭いも強烈。見た目もよろしくないため、何処か離れた所に運んでいく必要がある。

　僕はその場の見張りを杏さんに任せ、少し離れた場所にある資材置き場からロープを引っ張り出す。鉄柵付近で死人を処理する際の片付け用に置いてある、いつもの定位置だ。革手袋を着け、やや赤黒く汚れたロープを持ち、杏さんに鉄柵を開けてもらい外に回る。そして見張りをお願いする横で死人の体にロープを引っ掻け、ずるずると引きずっていく。目指すはホームセンターから少しだけ離れた空き地だ。そこには苦労して掘った大穴と、掘り返した土による小山がある。

　今までも何度もここにごみ捨てに来ている。穴の底はきっと精神的によろしくない光景が広がっているだろう。なるべく中を見ないようにしながら、僕は死人を運び、穴に落とす。都合三回。ぐしゃ、ともずしゃ、とも取れる音を立てて、女子高生たちの死体は穴に転がり落ちていった。これで、再び彼女たちが這い上がることは無いだろう。仲良く同じ場所で二度目の死を迎えた彼女たちは僕を罵るだろうか？　それとも安らかな眠りを与えてくれた僕に礼を言うだろうか。

「はぁ……」


「黒宮。大丈夫か？　はやく戻ろう」

　何度やっても、処理とこのごみ捨ては気が滅入る。ため息をつく僕を心配そうに杏さんが急かし、僕らは安全な拠点へと戻った。

　死人は少なくなったといっても、定期的に現れる。どこかで誰かが死んでいるのか、遠くからやってくるのだ。

　数が少なければ驚異ではない。しかし油断はできず、出会って良いことは何もない。しかしこれからも僕たちは、人類は死人との関係を続けないといけないのだ。まったく気が滅入るね。せっかく朝から清々しい気分だったのに、台無しだよ。

　だけど、その日のお客様は死人だけじゃなかった。


　僕が気を取り直して畑をいじっている昼過ぎに、鉄柵をガンガンと鳴らして乱暴者の集団が来訪を告げたのだ。そして女性同士の怒鳴り合うような声を聞き、僕は畑仕事の手を止めて道具をしまった。

　お客の相手は、まぁ良いことだ。

　なにせ、死人と違って噛みつかない。




--------------------------------------------------




「よぉ。クロじゃんか」

　ホームセンターの一階。綺麗にごみなどが撤去され、木材や鉄柵でバリケードが構築された正面玄関にて待っていたのは、武装した四人だった。そのうちの一人、恐らく模造品の迷彩服に身を包んだ女の人が僕を見て声をかける。

「ナツメさん……」


「なんだよ冷たいなぁ。なっちゃんって呼べよ」

　そう言って僕の腹をぐりぐりと押すのは、ナツメさん。杏さんと同世代で大学生くらいの勝ち気そうな人で、日に焼けた小麦色の肌が眩しい。肩口で切り揃えられた髪の毛は、毛先だけが金色に染まっていた。恐らく、あまり素行の良くない部類の人間だ。そんな人の方が壊れたこの世界では生き残りやすいんだけどさ。

「調子どうだ？」


「まぁまぁかな。死人が三体来たから処理したよ」

「クロがやったのか？　こいつに任せろよ」

「うーん。適材適所かなぁ」

「健気だねぇ。うりうり」

「黒宮！　そろそろ離れろ」

　じゃれ合うように話す僕たちをそう言って引き剥がすのは、杏さんだ。心配そうな表情だが、同時になんだか剣呑な雰囲気である。　杏さんの背に庇われた僕と、ナツメさん率いる集団が睨み合う形となる。こちらは無手だが、向こうは槍やバットで武装している。　僕らは平和主義者だが、向こうは果たしてどうか？


「んだよ。話してるだろ」


「必要ない。交渉はリーダー同士がやる決まりだろ」

「あぁん？　お前がリーダーってか？」

「そうだ。黒宮は関係ない」

「へっ。どうせクロにおんぶにだっこだろ。女の癖に情けねぇ」

「なんだと？！」

「うるせぇな。なんなら帰ってもいいんだぜ？」

　ナツメさんも杏さんもお互いに語気が荒い。さきほど怒鳴りあっていたのはやはり、この二人みたいだ。そして杏さんは交渉が上手くいっていないのだろう。

　ナツメさんが率いるのは、『行商人』を自称する集団だ。今もナツメさんの背後の三人の女性は大きな荷物を背負い、気だるそうにしている。彼女たちは乱暴者だが荒事には慣れており、色々な物品を調達しては商品として売り歩いているのだ。

　特定の集団には属さず、廃墟や市街地を探索しては貴重な商品を手に入れて売り歩く彼女たちは、僕らのような小さなコミュニティにとって生命線だ。定期的に回ってくれるようにお願いしていることもあり、取引のレートは圧倒的にあちらが有利だ。

「何を話してたの？」


「あたしたちは頼まれた物を持ってきただけだぜ」

「それが高すぎると言ってるんだ！」

「そう言われてもなー。苦労したんだから当然だろ？」

「私たちが払える範囲内で頼んでいただろう！」

「でもたくさんあった方がいいだろ？　なー？」

　ナツメさんはわざとらしく自分の背後にいる女性たちに同意を求める。

「まぁね」　と黒縁眼鏡の女性。

「どっちでもー」　とドクロパーカーを羽織った女性。

「いらないんじゃね？」　と制服姿の女子高生。

　その反応に、杏さんは言葉に詰まる。物品が何かはわからないが、調達を頼んだのはこちらなのだろう。それを頼まれた以上に手に入れて来たナツメさんたち。

　苦労したと言うことも分かる。死人が闊歩して、下手をすると大量に隠れている可能性がある危険な市街地へ赴き、物品を調達してくるのだ。苦労に見合うだけの対価を求めるのは当然の事だろう。

「必要ないなら、買わなくていいんだぜ？」


「む、それは……」

「他にも欲しいやついっぱいいるからなー」

「ぐ、だけど……」

「ほら、いらないのか？　じゃああたしら帰るわ」

「待って、半分。半分だけ欲しい」

「だめー。バラ売りは価値が落ちるじゃん」

「むぅぅぅ！」

　にやにやと楽しそうに交渉するナツメさん。杏さんは言い負かされてむぅむぅと唸るしかない。この人、頭の回転は早いし人の心の機微が分かるはずなんだけど、交渉はド下手だ。今も自分は欲しい欲しいオーラを出してるし、これじゃあ足元を見られてもしょうがない。

　そして対価とはお金じゃない。物だ。笑えることに、原始時代並の物々交換が今の人類のスタンダードだ。だがそもそも僕らには、価値のある物品はあまりない。

　ホームセンターにたどり着いた時には物資のほとんどが持ち出されていたこともあるし、日用品は僕らの生活にも必要だ。残っているのはバックヤードにあって誰も飲まない酒や、残されていた化粧品とか農芸用品くらいだ。畑で育てている新鮮な野菜は今のご時世ではかなり貴重品だけど、数は少なくほとんど僕らで食べてしまう。

　だから杏さんは払えるだけの分のみ調達を頼み、そして多めに手にいれたので全部引き取れと言われて困っているのだ。横暴だが、さりとて文句を言える立場ではない。

「杏さんたち、何を頼んだの？」


「そ、それは、黒宮は知らなくていい」

「あれー？　そうかなぁ？　クロにも関係あると思うけどなぁ？」

「ナツメ！　黙って！」

「やーだね」

　怒鳴られてもナツメさんはどこ吹く風、とへらへら笑っている。　そして自らの鞄、これまた迷彩鞄に手を突っ込み、取り出したのは小さな箱入りの何かだ。

「こ、れ。クロにも関係あるじゃん？」


　ナツメさんがしゃかしゃかと振るう箱には『ごくうす』『 0.01ミリ』とかわいらしい文字が踊っている。もしかしなくてもコンドーム。ゴムだ。そしてそれは、水筒に使う訳じゃない。無いとなにかと困るからね。仕方ない。

　僕としては当然だなぁ、という程度の感想であったが、杏さんは顔を真っ赤にしてナツメさんの取り出したコンドームを隠そうとする。

「出すなっ！　黒宮！　これは違う！」


「なーにが違うんだか。あたしらが危ない目にあってる内に、お楽しみなんだろ？」

「む……」

「はっ。いいご身分なこって。無くなったから頼んだんだろ？　無いとえっちできないからなー。溜まっちゃって困るよなー？」

「くっ」

　杏さんは悔しそうな、そして恥ずかしそうな顔をして大人しくなり、俯く。そんな杏さんを横目に、ナツメさんは僕に寄ってきて顔を寄せる。そして、僕の頬を赤い舌でぺろりと舐めた。

「わっ。僕汗かいてるんだけど……」


「美味しいよ。クロもゴム無いと困るよな？　それとも、無しがいい？」

　ナツメさんにぎゅっと抱き締められ、体に柔らかい膨らみがむにゅっと押し付けられる。服越しでも柔らかさが伝わるいい感触だ。しかもさりげなくさわさわと股間を触られている。手つきはいやらしいがなんともむず痒く、むらむらする。

　しかし、美味しいか？　少なくとも塩気はあるだろうけど。

「黒宮に近寄るなって言ってるだろ！」


　痴女っぽくなったナツメさんを、杏さんは力ずくで引き離す。そして凄い剣幕で怒鳴り出した。

「黒宮が汚れる！　離れろ」

「あんだと？　言ったなてめぇ」

「事実だろ！」

「へぇ。言うねぇ。品を売ってやらないよ？」

「もういらない！　はやく出ていけ！」

「はぁ？　それが人に物を頼んだ奴の態度かよ？」

「横暴なのはそっちだろう！」

「あ？　やんの？　どっちが強いか教えてやろうか？」

　怒鳴る杏さんに、凄むナツメさん。さらには背後の三人がそれとなく腰を落とし、武器を手に取る。事態は一触即発だ。しかもこっちは二人だけ。どう転んでも戦いにもならないだろう。

　だが売り言葉に買い言葉。頭に血が上った杏さんはやる気のようだ。絶対に負けるのに。この人は……。

「杏さん。やめてよ」


「黒宮、下がっていろ。こんな奴らすぐ追い出し──」

「へぇ。すぐに、どうするって？」

　すっ、と。ナツメさんが自然な動作で腰の後ろから抜いたナイフが、杏さんの首筋に添えられた。

　ごつくて鈍く光るコンバットナイフ。これは迷彩服と違って本物だろう。さらに眼鏡の女性がクロスボウを構え、ドクロパーカーの女は槍を突きだし、制服姿の女子高生はコンコンと金属バットを地面と打ち鳴らした。

「っ！」


「はい終了。あんたの負け。弱いやつがぴーぴーうるさいんだよ。痛い目みなきゃ分かんないの？」

　ナイフを突きつけたナツメさんは凄み、杏さんは息を飲む。


　この人たちは行商人を名乗ってはいるが、荒事が得意な乱暴者だ。己の意見を通すためなら平気で暴力を振るうだろう。

　対する僕たちはあまり好戦的ではない。野菜を作ったり衣服を縫ったり、そういった内職は得意だが拠点を出ていって死人と戦いながら生きれるほどタフじゃないんだ。現に杏さんは首に当てられたナイフを見て冷や汗を垂らして固まり、青い顔をしている。

　怪我されても困るし、ここらで僕の出番だろう。


「ナツメさん、ごめんって」


「うぅん？　クロは悪くないけどなー。この礼儀の無いやつがなー」

「だからごめんって。杏さんの分まで謝るよ」

「黒宮……」

「クロはこう言ってるけどなー。あたしたちも苦労して手に入れたんだからなー」

「買うよ。どれくらい？」

「さすが。前に酒があるって言ってたよな？　とりあえず瓶十本でいいよ」

　ナツメさんはニヤリと笑う。それは、思惑通りに事が進んだからだろうか。この壊れた世界では、武力も脅しも交渉材料の内だ。僕らのリーダー杏さんにはそれがない。いい人だし、真面目すぎるんだ。

　しかし、酒瓶十本は安過ぎる。コンドームがどれくらいの取引レートか僕には分からないけど、頼んだ手前割り増し料金だろう。であれば、明らかに足りない。ということは、何かで払わないといけないんだ。

「足りない分は？」


　このホームセンターにはあまり価値のある『物』はない。

　だけど、それ以外に価値の高いものはある。

「決まってんだろ？　体で払えよ。クロ」


　それは、僕だ。





--------------------------------------------------





　少し前、僕が目を覚ましたら世界は変わってしまったって話したけど、それは何も死人が現れたことだけじゃない。

　男女比は偏り、男女の精神的役割や貞操観念などがまるっと反転していたのだ。創作みたいな話だけど、つまり『貞操逆転世界』、そして『男女比偏重世界』だ。

　この世界に男は数少ない。人口が七十億人だとすると、男は七億人。ざっくり一割だ。学校のクラスが三十人だとすると、男は三人。男子校があってだいたいは固まるから、世界にはほぼ女子校だらけだろう。

　男はおとなしく、気弱で、自己主張が弱い。代わりに女は気が強く、行動力もある。そこらでバランスが取れているとも言える。男は静かに家を守り、女がばりばりと働いて家計を支える構図が普通だ。きっと産休制度とかが発達してたんだろう。　

　なにより男は性に消極的だ。女はその分性欲が強い。俗に言う性欲モンスターだ。小学校高学年で自慰を覚え、気の早い者は中学生で男をレイプする。女子の数だけは多いので一人の男の多少の抵抗は抑えられることがレイプ犯の発生率を底上げしている。

　味をしめた女はそのまま大きくなり、超積極的な性格に育つ。それも仕方の無いことだろう。こんなに男女比が偏っているなら、積極的に男を取りに行かないと子孫を残せない。

　きっと共学の学校にいたら、クラスに三人の男は二十七人の女に速攻襲われるだろう。初日に誰かにレイプされ、次の日には集団レイプ。そして学校生活中ずっとみんなの、下手すると学校の共用肉便器となるのは想像に難くない。だから男は怯えて男子校に固まる。酒池肉林のパラダイス。それはそれで楽しそうだと僕は思うが、この世界の男はそうじゃないみたいだ。

　大抵の男は精子バンクに登録して子孫を残し、務めは果たしたとばかりに静かに暮らすらしい。男の人たちはかなりの割合で女にレイプされてて心に傷を負ってるんだけどね。


　そんな消極的な男たちだから、死人の溢れた世界ではもの凄い早さで数を減らした。まず体力もなく体つきも良くないし、びびりが多い。逃げるだけ逃げて、死人に捕まり仲間入りだ。

　そして世界の崩壊が始まった初期の頃はみな余裕が無かった。荒事や力仕事で役に立たない男はコミュニティから排斥されることが多々あったし、そうでなければみなの性欲処理として襲われまくった。

　この世界の女は根が優しいのか監禁やひどい陵辱などのひどいことはされないけど、女に囲われて性奴隷のように相手をする日々だ。男はもともと性に消極的であり、これからこの壊れた世界が良くなる希望もない。結果、精神的に病んだり自殺、逃亡を図ったりしてただでさえ少ない男はもはや絶滅寸前である。

　風の噂によると、近辺のショッピングモールを拠点とする集団は何人も『貴重』な男を『匿って』いるらしいし、それを聞き付けて各地から様々な勢力が合流しているらしい。それは本能的に子孫を残すためか、はたまた己の快楽のためか。まぁ、だいたいは色に狂ってると僕は考えてる。世も末だ。いや、終末世界だけどさ。

　貞操逆転世界。


　そして死人が蘇り人を喰う世界。

　それが今、僕がいる世界だ。

　男女比半々で男が幅を利かす世界から迷い込んだのか、この世界で僕だけ頭がおかしいのかは分からない。


　要素が多すぎるよ。勘弁してよ。大抵はどっちかでしょ。そんなことを僕は思った覚えがあるけど、今は平気だ。この世界で楽しく生きる手段を、僕は見つけたから。

　ホームセンターの玄関での一触即発の雰囲気は、僕の人身提供によって回避された。というより、ナツメさんたちは最初からこういう話に持っていくつもりだったのだろう。


　わざと物資を多く手に入れて、価値を吊り上げる。普通に払われればそれで得をするし、何か言われたら難癖をつけて武力で脅す。何度も取引をしてる僕らの構成はばれているし、暴力に慣れていないってことも周知の事実だ。

　それに、『こういうこと』は初めてじゃない。


「クロに感謝しろよ。代金を払ってくれるとさ」


「く、黒宮……！」

「大丈夫大丈夫。またね」

　ニヤニヤと嬉しそうなナツメさんに煽られ、杏さんは反対に泣きそうな顔をして僕を見てるが、僕はなんでもないとひらひら手を振った。だが、あの顔はよろしくない。あとで精神的なケアが必要だろう。


　泣きそうな杏さんに見送られ、僕とナツメさん一行はホームセンターの中へ入っていく。まぁ、勝手知ったる、という感じだ。

「ベッドを借りるぜ。見張ってろよ」


「あいさー」

「混ざっちゃだめ？」

「今日はリーダーだけでしょ」

　どうやら今回の相手はナツメさんだけみたいだ。見張りを命じられた三人はやれやれと肩をすくめて廊下に立った。まぁ、あとで覗いておかずにする魂胆だろうけど。

「ほら、こっち来いよ。クロ」


　ナツメさんがニヤニヤしながらぽんと叩くのは、ホームセンターの一階、寝具コーナーから持ち出した大きなベッドだ。明かりはなく、天窓から降り注ぐ光はなんとも薄暗い。


　僕らのホームセンターでは個室を持っている。と言ってもパーティションで仕切られただけで音は丸聞こえだけど。さらに傷病者用、来客用、今後仲間が増えたとき用、などの名目で多めに部屋を作ってる。言い出したのは杏さんだ。そこで今、勝者のようにナツメさんは笑っている。

「ナツメさん、ひどいよ」


「な、わっ、クロ？」

　僕がわざとらしく口を尖らせて抗議の視線を向けれ、ナツメさんは慌てて僕の肩を抱き、猫撫で声を出す。


「ちょっとからかっただけだろ？　怒るなって」


「ナイフ向けるなんてひどいよ。敵対しないって約束したのに」

「冗談だよ冗談。あいつは腑抜けすぎだよ。クロに死人の処理させたんだってな」

　どうどうと抑えられ、そのままベッドへと座らされる僕。まぁ、ナツメさんも必死だろう。ここで僕が気分を損ねて立たないとなれば、せっかくの計画はおじゃんだ。それに、ナツメさんはけっこう本気で憤ってはいるみたいだ。


「べつに平気だよ。見張っててもらったし」


「おいおい、荒事は任せろよな？　クロが怪我したらどうするよ。ったく。普通は女の仕事だろ」

　本当にどうしようもないな、とがりがり頭を掻くナツメさん。僕にはあまり意識がないが、力仕事は女の領分だ。当然、死人の処理や片付けもそう。そんな意識がこの貞操逆転世界ではあるのだ。

　今朝の僕の行動を逆にしてみよう。


　男と女がいて、ゾンビが出た。男は震え、やる気のある女は処理を担当。その後も片付けを一人でやる。男は見てるだけ。それを平気だよ、と女は言う。

　わぁ。ナツメさんが怒るのも分かるね。そんなやつがいたら僕でもぶん殴ってる。玉ついてるのか、何やってんだってね。

「なぁークロ。あたしたちについてこいよ。守ってやれるぜ？」


「うーん。その話はまた今度で」

「今度今度って、いつも言うよな。男の今度は信用できない」

「あはは。まぁまぁ。それより、体で払うんでしょ。しようよ？」

「……ま、そうだな」

　話をはぐらかす僕にナツメさんは一瞬目を細めるが、僕がやる気だと見てとりあえずは服をはだける。獲物を前に我慢できないんだろう。素直でよろしい。まぁ、ここで嫌だといってもレイプされるだけだろうけどさ。今はまだ、その時じゃない。


　あっという間にナツメさんは迷彩服を脱ぎブラを外し、半裸になる。小麦色の肌と日焼けしていない肌のコントラストが薄暗い中に浮かび上がる。綺麗だ。


　その白い胸元の桜色のボタンは期待のためか、ぴんと尖っていた。薄暗くて分かりにくいが顔も赤く、はぁはぁと呼気が荒い。

「ほら、舐めろよ」


「んぅ……」

　ベッドで隣り合う僕たち。頬を上気させたナツメさんに頭を掴まれ、その胸元へと誘導される。そこそこ上背のあるナツメさんの体に似合った大きな胸。かなりのボインだ。


　ぐいと乱暴に押し付けられるのは気に入らないが、僕はおとなしくその張りのあるおっぱいに吸い付く。

「んっ」


「ちゅぅ」

「あっ。いい……クロ……」

　僕はナツメさんの大きな胸、小振りな乳首を中心に舐め、吸い、甘噛みする。さらに片手で胸を下から掬い上げるように揉み、びんびんに勃起した乳首をころころと摘まんだ。


「んぅ。気持ちいい？」


「あ、あっ、うっ。いい。もっと……」

　僕が胸をいじめる度にナツメさんは面白いように反応して悶え、もっともっとと頭をぐいぐいと押す。


　男女逆転なら、男が胸を揉みしだいて女が悶える……は同じか。しかしこの世界の消極的な男は攻めに回らないらしい。かつて聞いた話ではほとんどマグロ状態だという。なんてもったいない。

　この胸の柔らかさ、人の暖かみ、そして甘美な楽しさ開拓せず、ただ受けるだけだなんて。チンコついてるのかな？　あるんだろうけど、有効活用できてないね。

　男がそんな調子だから、女が胸を舐められるのは本当に心が通じあっており互いに高め合う時か、今回みたいに女が男を襲って命令する時だけだ。だが僕は違う。命令されて従うだけじゃない。あの手この手で徹底的に苛めてやる。


「あぅっ！　うんっ！　あっ！　はぁっ！」


　僕は桜色の乳首を舐め、甘噛み、揉みなどを駆使して時に優しく、時に焦らし、ナツメさんを攻める。さっきは舐めろよ、なんて強気に言っていたナツメさんは既に甘い声を発するだけになっている。座っていた体勢は徐々に倒れ、いつしか僕が胸に抱きつくようにして体を傾けている。ちょろい。

　乳首をじゅるじゅると舐めあげながら、僕は上目遣いでナツメさんを観察する。目は閉じられ、快楽に負けぬように眉根が寄せられている。口はぱくぱくと開け閉めされ、聴き心地の良い喘ぎ声を響かせている。これはまぁ、部屋の外のみんなには聞こえているだろう。

　この世界の女の人は性に奔放で、すべからく快楽責めに弱い。


　あまり経験がない僕でもその気になればひぃひぃ言わせられるくらいだから、雑魚レベルだろう。今だって乳首を舐めあげて胸を揉んだだけでナツメさんはあんあんと気持ち良さそうに喘ぎ、体をびくびくと痙攣させて感じている。幼い頃から自ら開発した敏感さと、男が消極的すぎて攻められた事の無い、言わば快楽を受け慣れていない、という相反するような特性によるものだ。

　うぶだが、どスケベ。最高だね。


　そして、僕はごく普通の感性を持った男だ。女の子が好きだし、攻めて反応がいいと楽しい。この世界では珍しい、というか、いないタイプだろう。だからこそ、この積極性は僕自身の力になるんだ。

「あっあっ、気持ちいい！　来る！　来るぅ！　あぁ！　クロぉ！」


　甘ったるい媚びるようなナツメさんの悦びの声。興が乗ってきた僕はその攻めの手を激しくする。時おり甘噛みを強くして、舌で乳首をしごくように吸い、舐める。

　揉んでいた胸をさらに強く揉み込む。むにぃと柔軟に形を変えるナツメさんの巨乳。推定Eカップ。ぴんぴんに尖った乳首を指で摘まみ、ぐりぐりと力を込めてねじり、とどめにぎりっと摘まんでやった。

「あっ、あぅ、あぁぁぁぁっ！」


　絶頂。


　ナツメさんはたまらず叫び、背筋をぴんと伸ばしてのけ反った。びっくびっくと何度も体を痙攣させてから、力尽きたようにベッドに倒れる。

　胸だけでいかせてやった。どうだ。ナツメさんが敏感なせいだけど。

「はぁ、はぁ……。クロ……すごい……」


「気持ちよかった？」　

「うん……。超気持ちよかった」

「いったもんね？」

「あんなに攻められたらそうだよぉ……クロは男の子なのにぃ……」

　ナツメさんは息も絶え絶えといった様子で倒れ込んで絶頂の余韻に浸っていた。筋肉質ですらりと引き締まった体は小刻みにびくっと痙攣している。普段の粗野な感じのしゃべり方は格好いいけど、この可愛い女の子っぽい声音もいい。甘ったるく、脳髄に響くんだ。


　薄暗い部屋のなか。半裸の小麦色と白色の肌のコントラストに、おっぱいの頂点の桜色がアクセントを添えている。はぁはぁと荒い息を整えるナツメさんの様子に、僕はひとまず満足した。やはり、女の子がよがる姿は良い。

「ナツメさん、良い匂いしたよ。シャンプー？」


「はぁはぁ……。体くらい洗うよ。クロに会いに来るんだもん」

「あはは。準備万端じゃん」

「クロも……。汗臭くなかったでしょ」

「僕はほら、朝からいろいろとあったからね」

　ナツメさんは健気なことに僕を襲うために計画を立て、その時に合わせて貴重な水を使って体を清めて来たらしい。いじらしい。


　終末めいた世界になってから、こういった美意識をかなぐり捨てた女の子は少なくない。そんな相手と寝るなんて絶対に御免だ。なんて、以前に話した事を覚えていたのかもしれない。

　そして僕もちょうどよく体を清めていた。朝に死人を処理して、そのままというのも気分が悪い。ホームセンターに余っていた石鹸も使って体を清潔にして、ついでに濡れタオルで垢などを擦り落としていた。昼からも畑いじりをしたため少しは汗をかいているが、このご時世ではなかなかの清潔の範囲内だろう。

「さてと、もういいよね？」


　一仕事を終えたと僕はにこやかに告げた。もちろん本心ではない。だが、足りない代金を体で払えと言われて連れ込まれただけだ。何回いかせろとも、満足するまで相手をしろとも約束してない。ナツメさんを絶頂させた。だからもういいよね？　そんな調子を言葉に含ませている。

「クロ……」


　ナツメさんは信じられないものを見るような目で僕を見て、むくりと起き上がった。そして素早く僕の腕を取り、体を絡めとると態勢を反転させる。ベッドに押し倒される形となる僕はわざと、少しだけ怯えるような目でナツメさんを見上げる。


「ナツメさん……？」


「なっちゃんって呼べよ。クロ」

　さっきまで息も絶え絶えでよがっていた姿から、女豹へ。そんな印象の変化。ナツメさんの瞳は攻撃的となり、欲情に燃えている。　僕はそれを見て怯えた振りをする。しかし内心では、来た来た、とほくそ笑む。


　僕はこの、女の子が主導権を握っていると確信しているときの表情が大好きだ。

「これで終わりってことはないよな？　こんどはあたしがシてやるよ」


　ナツメさんはペロリと舌舐めずりすると、僕の服に手をかけた。





--------------------------------------------------




ここまでお読みいただき誠にありがとうございます。

体験版は以上となります。

続きが気になった方は、ぜひ製品版の購入をお願いいたします。
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